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今日のテーマ

①Chromebook活用意欲
が向上した「校内研修」
②業務効率化を進めた
「共通実践」



GIGA校内研修年間計画の目標
①全教員がGoogle for Educationの機能を校務や
学習支援等で活用し、クラウドベースの考え方に
慣れる。
②全教員がICT機器(iPadやChromebook等)を授業
や学習支援等で活用する機会を取り入れる。

全教員が① or ②のどちらかを達成する
→①の達成に向けて校内研修を7回実施



運用始め(6月第2週)



現在(9月第2週)



校内研修を実施するにあたって
クラス構成
看護科40名,福祉科40名

現状
病院や施設実習が多い
→教員が集まりにくい

スキマ時間でも実施可能な個別研修を計画



「教職員クラス」に投稿

どのような形態
スライドで資料を作成

フォームでアンケート集計



研修のお題
公開日 内容 形態

第1回 4/15 動画視聴(ステージ1・2)
個別

いつでも
各自で

第2回 5/17 Meetの使い方

第3回 6/24 Jamboardの使い方

第4回 7/3 フォームの使い方

第5回 7/12 第2〜4回総集編 集合
第6回 7/21 動画視聴(ステージ3)

個別
第7回 8/27 授業でのスライドの活用方法



本研修の流れ

研修資料を見て理解する

研修課題に取り組む

アンケートを回答する

例



③フォームの基本機能

基本機能4選
✔豊富な回答形式
✔プレビューで
　回答者画面確認
✔設定で制限変更
✔回答の結果表示

(4:30〜15:30) 

例



(4)フォームを回答する
毎時間、授業終了5分前に各自フォームで振り返りを行う。

例



研修課題

実際にフォームを作成し、アンケートや
小テストを作成してみましょう！
※作成したフォーム
はプレビュー表示に
して、自分で回答し
てみましょう！

例



第5回校内研修(唯一の集合研修)
「教員の活動」を中心に構成【希望者22名参加】



集合研修個別研修

個別研修と集合研修の組み合わせ

実践に取り組む
教え合いで深める

基礎の積み上げ
何度も実施可能

「できる」ビジョンが見え、
授業実践への意欲向上



今後の課題

✔研修スライドの質を
　向上させる
✔他教員が求める「お題」の
　研修実施



今日のテーマ

①Chromebook活用意欲
が向上した「校内研修」
②業務効率化を進めた
「共通実践」



Withコロナ時代の学校

教員の負担増
校内消毒
オンライン授業への準備
　　　・
　　　・
　　　・
体温チェック



R2年6月～(学校再開初期)
玄関前で体温チェックカードを
教員がチェック
・毎日4人の教員が
　5日間の立番(7:40～)
→1ヶ月に一回のペース
・集計作業に毎日1時間
　以上費やす(保健課)



考えたこと①

　　フォームを上手
く使いこなせれば、
もっとラクになるん
じゃないの？



フォームを使った実践を積み上げ

【実践例】
・まとめや振り返り(保健授業)
・生徒会役員選挙(生徒会)
・夏休み明けアンケート(生徒指導課)

フォームの安全性・利便性を証明



R2年11月～(第1次改革)

前日
まで

～8:10

フォーム作成
クラスルーム投稿

生徒 印刷係 会議室係 担任(or保健課)

体調把握
データ修正

生徒対応
チェック

担任へ連絡データ集計
紙媒体印刷

～8:00

～7:40
フォーム回答

朝礼後
～1限
開始前

①

②
③

④

⑤



人員 時間 (合計時間)

R2年
6月～

玄関前4人
保健課

7:40～8:30
7:40～9:30 300分

R2年
11月～

印刷投稿
会議室
保健課

7:55～8:10＋前日(5分)
7:40～8:30
7:40～9:00

150分

「学校再開初期」と「第1次改革」の比較

5人

3人

「人員」と「時間」の削減に成功



考えたこと②

エクセルじゃなくて、
フォームと連携してい
るスプレッドシートを
使えばもっとラクにな
るんじゃないの？



第2次改革(R3年8月～)

前日
まで

～8:10

フォーム作成
クラスルーム投稿

生徒 担当者1 担任(or保健課)

体調把握
データ修正

　　生徒対応

　　データ集計
　　チェック
　　担任へ連絡

～8:00

～7:40
フォーム回答

朝礼後
～1限
開始前

①

②
③

④

自動化



スプレッドシートの中身

日付を入力すると、
①要チェック一覧
②各クラス一覧
③連絡用(朝礼伝達表とリンク)



日付を入力



①要チェック一覧(チェックが必要な生徒一覧)



②各クラス一覧(生徒一人一人の情報)



③連絡用(職員朝礼伝達表と連携)



人員 時間 (合計時間)

R2年
6月～

玄関前4人
保健課

7:40～8:30
7:40～9:30 300分

R2年
11月～

印刷投稿
会議室
保健課

7:55～8:10＋前日(5分)
7:40～8:30
7:40～9:00

150分

R3年
9月～

担当者1
保健課

7:40～8:20
7:40～8:30 90分

「学校再開初期」と「第1,2次改革」の比較

5人

3人

2人

大幅な「人員」と「時間」の削減に成功



授業実践のための
研究時間を創出

業務効率化

まとめ

余裕をもって
教材研究できる

【その他の実践】
・生徒会役員選挙
120分→1分
・夏休み明けアンケート
120分(＝20分×6クラス)→5分

業務効率化によって、時間ができ
授業実践への意欲向上



今後の展望

✔質の高い校内研修を実施
・授業研究
✔他の業務効率化
・欠席連絡フォーム化
・オンライン保護者懇談



ご清聴ありがとうございました。


